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時間を等しくする。今回は、流速を 17cmjs (底面より 6mm上で測定)に固定し、流れの継続時
間が t= 1，2， 3分、成す角がe= 450，600 の場合について実験を行った。
(a) (b) (仁)
途方向一ート 4一 l綴方向 20ω 
岨‘(-ーー ‘ー--一時一一一 日ート
1 m 





。=600 ・t= 2分のケースのみ、 2本のホーンが合体し涙型砂丘と似た形態を持つ地形が現れ
た。図 3に、涙型地形の形成過程を示す。水流が地形に作用しはじめると、地形表面の粒子が下
流方向に移動し、 crestlineと呼ばれる峰線(図 3内に、破線で示した)が形成される。このcrest
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は流向変動によって新たに形成された crestlineの移動量を決定する。 e= 600 、t= 1・3分の
ケースでの crestlineの移動の特徴を、以下に述べる。図 5中の破線が、それぞれのケースでの
crest lineを表す。
























本研究報告では、 MalinSpace Science Systemsによって加工された MGSの画像 2点を、
http://www.msss.com/mocgallery/から入手し、使用させていただきました。
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